
13市町以外の市町村では，約7，900メッシュのうち55dB以上60dB未満のメッシュが7，402

メッシュ，93．7％と高い割合を占め，次いで60dB以上65dB未満が467メッシュ，5．9％，65

dB以上70dB未満が31メッシュ0．4％となっており，70dB以上のメッシュはみられない。

なお，県全域の環境騒音レベル別推定居住人口は，60dB以上65dB未満のレベルに約84万人，

42．1％と最も多く，次いで，55dB以上60dB未満に約63万人，31．3％，65dB以上70dB未満

に約49万人，24．5％，70dB以上に約4万人，2．1％となっていて，多くの人が「うるささ」

を感ずるとされる環境騒音レベル65dB以上の地域に合計約53万人，全県人口の26．6％が居住し

ているものと推定される。なお，別に添付している「環境騒音現況分布図」は昭和53年度におけ

る環境騒音の現況を3段階に区分して示したものである。

2．将来予測

昭和65年度の環境騒音については，土地利用状況，自動車交通量，人口などの予測資料に基づ

き，現況推計に用いたメッシュ単位に推計した。

環境騒音レベル分布状況をみると，昭和53年度に比べ，全県的に60dB未満のメッシュが減少

し，60dB以上のメッシュが増加する。特に，65dB以上のメッシュ数は13市町では82メッシュ，

その他の市町村においても18メッシュ増加するものと予測される。

また，県全域の環境騒音レベル別推定居住人口としては，65dB未満のレベルをこ居住する人口

は昭和53年度の約146万人から183万人に，65dB以上のレベルに居住する人口は昭和53年度の

約53万人から約73万人になるものと予測される。

環境騒音レベル別推定メッシュ数
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